
第 5学年算数科学習指導案 

日 時  平成１６年９月１０日（金）５校時 
児 童  男１０名 女１５名 計２５名 
指導者  千葉 真理 

１ 単元名 小数のかけ算とわり算を考えよう 
２ 単元について 
（１） 本単元の基礎・基本について 
 《基礎》 
  ○乗数や除数が小数のかけ算及びわり算の計算のしかたが分かり、計算ができる。また、あまり

求めることができる。 
 《基本》 
  ○乗数や除数が小数のかけ算及びわり算の場合でも、その乗数や除数を１０倍、１００倍・・・

し、同じだけ被乗数や被除数も１０倍、１００倍・・・すれば積や商が求められることを理解

する。 
  
（２） 教材について 

本単元は、第 5学年の算数科の内容「A 数と計算」の（３）「小数の乗法及び除法の意味につ
いて理解し、それらを適切に用いることができるようにする。」を受けて設定されたものである。 

   これまでに児童は、「小数のかけ算とわり算（１）」で被乗数が小数で、乗数が整数の場合を学

習してきている。「×整数」では、同数累加でとらえることもできた。しかし、乗数が小数の場

合は累加することができない。（例えば、「×２．７」を２．７回加えることができない。）そこ

で、乗数が小数の場合でも、乗数が整数の時と同じように乗法が適用できるという、乗法の意味

の拡張を図ることになる。 
   また、除法では、除法の意味を拡張するにあたって、等分除はこれまでの「等分する」という

意味を拡張し、「１つ分の量」を求める計算であることを理解させる。等分除の基本的な意味が

理解できると、「１つ分の量」でわる包含除の場合も拡張しやすくなる。 
   本単元では、乗数や除数が小数の場合でも、その乗数や除数を 10 倍、100 倍・・・すること
で、既習の整数の計算の数量関係などをもとに計算していくことが大切となる。 

 
（３） 児童について 

レディネステストでは、1 学期に学習した「小数のかけ算とわり算（１）」の中から １小数
÷整数、整数÷整数、小数×整数の計算 ２商を１／１０の位まで求めて、あまりを出す計算 
３小数のかけ算、わり算を用いる文章題、わり算の筆算の説明 ４小数のかけ算、わり算の計算

の仕方の説明について出題した。その結果、１（１）～（４）のわり算は、ほとんどの児童がで

きていたが、（５）～（８）の商のたてかたで間違う児童が数名いた。（例えば、０．７５を７．

５とする）また、小数点のつけ忘れもあった。２では、あまりを小数にせず、整数のままにして

いる児童が数名いた。３の文章題は、ほとんどの児童ができていた。筆算のしかたをうまく説明
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できない児童が数名いたが、１のわり算の誤答にも関係あると考えられ、個別指導にもいかして

いきたい。４についてもほとんどの児童はできていたが、途中での間違いもいくつかあった。か

け算・わり算の筆算の途中でつかわれる九九は、１００ます計算や繰り返しの練習などにより定

着しているが、３の筆算の説明や４の計算のしかたの説明の誤答に関しては、小数の性質につい

ての理解と単位換算のしかたが不十分であることが原因だと思われる。 
    落ち込んでいる点を全体、個別に指導してからこの単元に入った。単元に入ってからもこの点

については、繰り返し類似問題に取り組むことで定着をはかっていきたい。また、小数点のつけ

忘れ、計算ミスをなくすために、しっかり見直すことも習慣化させていきたい。 
 
（４） 指導にあたって 

「①小数のかけ算」では、まず「×小数」の意味を理解させる。今までのように同数累加の考

え方では説明できなくなる。小数をかけることの意味をとらえさせるには、「×整数」の意味を

しっかりおさえていることが大切となる。そこで、「×小数」を適用する「１つ分の量×いくつ

分＝全体の量」の場面を提示しその立式を考える段階で「×整数」の場合と対比させ、数直線図

やことばの式などと関わらせながら、かけ算の意味を小数でも適用できるように拡張させる。単

元を通して必要になってくる数直線図、テープ図などの見方やかき方については、この段階でし

っかり身に付けさせたい。 
「②小数のわり算」では、前段階で学習する乗法の意味の小数への拡張と対をなしているので、

展開のしかたは共通するところが多い。かけ算の場合と比較させながら指導を進めていきたい。

小数のわり算の意味を確実に理解させるために、計算のしかたを児童自らが導きだせるようにす

ることが大切である。そこで、自力解決での思考、操作を大切に扱っていきたい。また、計算の

しかたを学習するときに、小数点の処理のしかたにも着目させ指導していきたい。 
「③小数倍とかけ算・わり算」では、導入として道のりの長さを比較していく場面を通して、

小数倍を求めていく。これまでに小数倍については、「整数÷整数＝小数」で求めているが、こ

こでは、純小数倍も含めて小数倍の意味を拡張していく。倍を表す比較量を知り、基準量を求め

る方法も理解させる。小数の乗除を通じて演算決定をしていくのは、困難だと思われるので丁寧

に扱っていきたい。いずれの場合も数直線を提示し、数量の関係を的確にとらえることが大切と

なる。 
児童にとって、乗数、除数が小数である計算は、初めてであるが、形式的に計算だけ行うこと

はそう難しくないと考えられる。小数のかけ算・わり算の意味を確実に理解させることが大切で

ある。そこで、本単元では、既習の学習を活用しながら、計算の意味などを説明できるようにす

ることを通して理解を深めてきたい。 
    
３ 単元の目標 
○ 乗数が小数の場合の乗法や、除数が小数の場合の除法の意味とその計算のしかたについて理解し、

それを用いる能力を伸ばす。また、計算法則は数範囲が小数の場合でも成り立つことを理解する。 
【関心・意欲・態度】・乗数や除数が小数の場合でも、既習の整数の計算の数量関係などをもとにし

て、乗法や除法の式に表そうとする。 
【数学的な考え方】 ・整数の乗法、除法計算と関連づけて、乗数が小数の乗法、除数が小数の除法
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の計算の仕方を考える。 
【表現・処理】     ・乗数が小数の乗法、除数が小数の除法の計算をすることができる。 
【知識・理解】      ・乗数が小数の乗法、除数が小数の除法の意味やその計算のしかたを理解する。 
 
４ 教材の関連と発展 
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５ 単元指導計画・評価規準 
  小数のかけ算とわり算を考えよう ２０時間（本時１０／２０時） 

 ①小数のかけ算 
時・型 １（Ａ型） 時・型 ２（Ａ型） 

達
成
目
標 

・小数をかけることの意味と、整数×小数（１／１０の位まで）の計算の仕方を理解する。 

つ
か
む 

１ 前時の想起をする。 

・リボンの長さが小数のときでもその代金を求めるに

は、整数のときと同じように、かけ算を使う。 

２ 課題をつかむ。 

  
つ
か
む 

１ １学期に学習した小数×整数、小数÷整数の内

容を振り返る。 

２ 問題文を把握する。 

 

３ 課題をつかむ。 

 

 
見

３ 解決の見通しを持つ。 

 ・解決の方法を選択する。 

見
通
す 

４

 

 

考
え
る 

５

６

７

 

 

 

 

使
う 

８

９

評
価
規
準 

【

 

ｍ買いました。代金はいくらですか。 整数×小数の計算のしかたを考えよう。 

ろ

 

 代金を求めるには、どんな式になるだ
通
す 

  

   解決の見通しを持つ。 

・方法の見通し 

・答えの見通し 

 自力解決をする。 

・図 

・数直線 

・言葉の式 

 自分の考えを発表しあう。 

 学習のまとめをする。 

 

 式 ８０×２．７ 

考
え
る 

４ 

 ・

  

  

 

５ 

  

 

６ 

  

 

 

 

 本時を振り返り、自己評価をする。 

 次時の学習を知る。 使
う 

７ 

 ・

８ 

９ 

関】乗法が小数の場合でも、既習の整数の乗法の

数量関係などをもとにして乗法の式で表そ

うとしている。 

評
価
規
準 

【考

 

ように、かけ算の式をたてます。 

うか。 
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1ｍのねだんが８０円のリボンを、２．７
①０．１ｍ分を求めてから２７倍する方法 

②27ｍ分を求めてから 1/１０する方法 

自力解決をする。 

自分の選んだ方法で自力解決をする。 

①（８０÷１０）×２７＝２１６ 

②８０×２７÷１０＝２１６ 

解決の方法を話し合う。 

①と②の違について確認する。 

学習のまとめをする。 

リボンの長さが小数で表されていても、

その代金を求めるには、整数のときと同じ
 整数×小数の計算は、かける数を１０倍にして

整数にし、整数×整数の積を１０でわれば求めら
練習問題を解く。 

P６９の①②とドリルの問題を解く。 

本時を振り返り、自己評価をする。 

次時の学習を知る。 

】既習の整数×整数、小数×整数などに関連付け

て、整数×小数（１/１０の位まで）の計算の仕

方を考えている。 

れる。 



 ①小数のかけ算 
時・型 ３（Ａ型） 時・型 ４（Ｃ型） 

達
成
目
標 

・１／１０の位までの小数どうしをかける筆

算のしかたを理解し、その計算ができる。 達
成
目
標 

・１／１０の位までの小数どうしをかける計算

（末尾の０を処理したり、０を補う場合）がで

きる。 

つ
か
む 

１ 問題文を把握する。 

 

 

 

２ 

  

つ
か

１ 前時の想起をする。 

  

２ 課題をつかむ。 

見
通
す 

３ 

・

と

・

す

と

考
え
る 

４ 

５ 

６ 

 

 

 

  

使
う 

７ 

８ 

９ 

 

評
価
規
準 

【考

点

り

 

 １ｍの重さが２．３ｋｇのパイプがあ

ます。このパイプ２．８ｋｇの重さは何ｋ
課題をつかむ。 
む 小数×小数の筆算の計算練習をしよう。 

ｇですか。 
 

解決の見通しを持つ。 

商の見通し（被乗数、乗数ともに概数にするこ

で、積を予想させる。） 

方法の見通し（前時のまとめから小数を整数に

るには、１０、１００倍・・して整数のかけ算

同じように計算することを確認する。） 

自力解決をする。 

２．３×２．８ 

＝（２．３×１０）×（２．８×１０）÷１００ 

＝６．４４ 

自分の考えを発表し合う。 

・被乗数、乗数ともに整数にし、かけた分だけわれ

ば積が求められることをとらえさせる。 

・筆算のしかたを考える。 

学習のまとめをする。 

 

練習問題を解く。 

本時を振り返り、自己評価をする。 

次時の学習を知る。 

使
う 

３

 

４

５

６

】整数の乗法の計算のしかたに帰着して、 

１／１０の位までの小数どうしをかける筆

算のしかたを考えている。 

評
価
規
準 

【

の右にあるけた数の和だけ、右から数えてうつ。

小数×小数の計算のしかたを考えよう。 
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 Ｐ７１３の（１）（２）のような場合の計算の仕

方について確認する。 

 練習問題を解く。 

・教科書の問題 

・ドリルの問題 

・どちらも終えた児童については、プリントの問

題に挑戦させる。 

 本時を振り返り、自己評価をする。 

 次時の学習を知る。 
 小数×小数の計算のしかたは、 

①小数点がないものとして計算する。 

②積の小数点は、かける数とかけられる数の小数
表】１／１０の位までの小数どうしをかける計算

（末尾の０を処理したり、０を補う場合）ができ

る。 



 ①小数のかけ算 
時・型 ５（Ｂ型） 時・型 ６（Ｂ型） 

達
成
目
標 

・純小数をかけると、積は被乗数より小さく

なることを理解する。 達
成
目
標 

・長方形の辺の長さが小数の場合も面積公式

が適用できることを理解する。 

つ
か
む 

１ 問題文を把握する。 

  

 

 

 

２ 課題を把握する。 

  

 

 

つ
か
む 

１ 問題文を把握する。 

  

 

 

 ・既習の面積の求め方を復習する。 

２ 課題をつかむ。 

 

 

見
通
す 

３ 解決の見通しを持つ。 

数直線をもとに予想する。 
見
通
す 

３ 解決の見通しを持つ。 

・方法の見通し 

・答えの見通し 

考
え
る 

４ 自力解決をする。 

 

 

 

５ 自分の考えを発表しあう。 

 ・数直線をもとに、積と被乗数との大小比較につ

いて考えさせる。 

６ 学習のまとめをする。 

 

 

 

考
え
る 

４ 自力解決をする。 

 

 

 

５ 自分の考えを発表しあう。 

６ 学習のまとめをする。 

 

使
う 

７ 練習問題を解く。 

 ・教科書の問題 

 ・ドリル、プリントの問題 

８ 本時を振り返り、自己評価をする。 

９ 次時の学習をする。 

使
う 

７ 練習問題を解く。 

・教科書の問題 

・ドリル、プリントの問題 

８ 本時を振り返り、自己評価をする。 

９ 次時の学習を知る。 

評
価
規
準 

【考】数直線上の乗数も大きさと関連付けて、被乗

数と積の大小関係について考えている。 
評
価
規
準 

【知】長方形の辺の長さが小数の場合も、面積公式を

適用して面積を求められることを理解している。

 １ｍのねだんが８０円のリボンがあり

ます。このリボン１．８ｍ、０．８ｍの

代金は、それぞれ何円ですか。 

 たてが２．３ｃｍ、横が３．６ｃｍの長

方形の面積を求めましょう。 

 辺の長さが小数で表されているとき

も、面積の公式が使えるかどうか調べよ

う。 

 かける数が１よりも大きいときの積と

１より小さいときの積を比べてみよう。

 面積は、辺の長さが小数で表されていて

も、公式を使ってかけ算で求めることがで

きる。 
 小数のかけ算では、１より小さい数をかけ

ると、その積はかけられる数より小さくなり

ます。 
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 ①小数のかけ算 
時・型 ７（Ｂ型） 時・型 ８（Ｃ型） 

達
成
目
標 

・小数の場合でも、交換、結合、分配法則が

成り立つことを理解する。 達
成
目
標 

・学習内容に習熟する。 
・学習内容の理解を深め、算数への興味を広

げる。 

つ
か
む 

１ 問題文を把握し、課題をつかむ。 

 

 

 

  

つ
か
む 

１ 本時の課題を把握する。 

 

見
通
す 

２ 課題の見通しを持つ。 

 ・根拠を明らかにさせながら、予想させる。 

考
え
る 

３ 課題の解決を図る。 

・自力解決ではなく、みんなで問題を考えさせ

ることで練習問題における習熟の時間を確

保する。 

・交換、結合、分配法則がみな小数の場合も成

り立つことを確認する。 

 

 

４ 学習のまとめをする。 

 

 

 

使
う 

５ 練習問題を解く。 

・教科書の問題 

・ドリル、プリントの問題 

 

６ 本時を振り返り、自己評価をする。 

 

７ 次時の学習を知る。 

 

 

使
う 

２ 練習問題を解く。 

・教科書の問題 

・ドリルの問題 

・プリント 

３ 本時を振り返り、自己評価をする。 

 

 

４ 次時の学習を知る。 

評
価
規
準 

【知】小数の場合でも、交換、結合、分配法則が成

り立つことを理解している。 
評
価
規
準 

【表】乗数が小数の乗法計算ができる。 

 整数の時に成り立った計算のきま

りは、小数のときも成り立つかどうか

調べましょう。 

 小数のかけ算のまとめの練習問題を

しよう。 

 整数のときに成り立った計算のきまり

は、小数のときも成り立ちます。 
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 ②小数のわり算 
時・型 ９（Ａ型） 時・型 １０（Ａ型 本時） 

達
成
目
標 

・小数でわることの意味と、整数÷小数（１／１０の位まで）の計算の仕方を理解する。 

つ
か
む 

１ 前時の想起をし、課題をつかむ。 

 

 

見
通
す 

２ 解決の見通しを持つ。 

  ・小数のかけ算の時を振り返らせ、同じ方法でで

きるかどうか考えさせる。 

つ
か
む 

１ 問題文を把握する。 

・リボン２ｍの場合の問題を提示し代金の求め

方を確認する。 

  

 

  

２ 課題をつかむ。 

  

 

見
通
す 

３ 解決の見通しを持つ。 

・方法の見通し 

 

考
え
る 

４ 自力解決をする。 

 ・２つの問題を比較して 

 ・ことばの式から 

 ・かけ算の逆として 

 ・数直線に表して 

５ 自分の考えを発表しあう。 

  

６ 解決の方法を話し合う。 

 ・それぞれの方法について話し合い、式の意味に

ついて考えさせる。 

 ・小数でわることの意味を確認する。 

考
え
る 

３ 自力解決をする。 

①２．５ｍは０．１ｍの２５こぶん 

２００÷２５×１０＝８０ 

②２００×１０÷２５＝８０ 

  ③２００×４÷１０＝８０ 

  ※③のような考えがでた場合は、扱うようにするが、で

なかった場合は扱わない。 

４ 自分の考えを発表しあう。 

５ 解決の方法を話し合う。 

・相違点・類似点 

・どちらのほうがよさそうか 

６ 学習のまとめをする。 

 

使
う 

７ 本時を振り返り、自己評価をする。 

 

８ 次時の学習を知る。 
使
う 

７ 練習問題を解く。 

・教科書の問題 

 

８ 本時を振り返り、自己評価をする。 

９ 次時の学習を知る。 

評
価
規
準 

【知】小数でわることの意味を理解している。 評
価
規
準 

【考】既習の整数÷整数、小数÷整数に関連付けて、

整数÷小数（１／１０の位まで）の計算の仕方を考え

ている。 

整数÷小数の計算のしかたを考えよう。 

 リボンを２．５ｍ買ったら、代金は２００円で

した。このリボン１ｍのねだんは何円ですか。 

リボン１ｍあたりのねだんの求め方を考え

よう。 

 整数÷小数の計算のしかたは、整数×小

数の時と同じように、整数の計算に直して

考えることができる。 
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 ②小数のわり算 
時・型 １１（Ａ型） 時・型 １２（Ｃ型） 

達
成
目
標 

・１／１０の位までの小数どうしの除法の、

筆算のしかたを理解し、その計算ができる。
達
成
目
標 

・１／１０の位までの小数どうしの除法の計

算（商が純小数や、被除数に０を補う場合）

ができる。 

つ
か
む 

１ 問題文を把握する。 

 

 

２ 課題をつかむ。 

  

 

つ
か
む 

１ 前時の想起をする。 

 

２ 課題をつかむ。 

 

 

見
通
す 

３ 解決の見通しを持つ。 

・前時で学習したことをもとに予想させる。 

考
え
る 

４ 自力解決をする。 

７．８÷６．５ 

＝（７．８×１０）÷（６．５×１０） 

＝１．２ 

５ 自分の考えを発表しあう。 

・わられる数とわる数の両方を１０倍すること

で整数÷整数の計算で商が求められることに

気づかせる。 

・筆算のしかたを考える。 

６ 学習のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

使
う 

７ 練習問題を解く。 

８ 本時を振り返り、自己評価をする。 

９ 次時の学習を知る。 

使
う 

３ Ｐ８１３の（１）（２）（３）のような場合の計算

のしかたについて確認する。 

４ 練習問題を解く。 

  ・教科書の問題 

・ドリルの問題 

・どちらも終えた児童については、プリントの問

題に挑戦させる。 

５ 本時を振り返り、自己評価をする。 

６ 次時の学習を知る。 

評
価
規
準 

【考】整数の除法の筆算のしかたに帰着して、 

１／１０の位までの小数どうしの除法の、筆算

のしかたを考えている。 

評
価
規
準 

【考】１／１０の位までの小数どうしの除法の計算

（商が純小数や、被除数に０を補う場合）ができ

る。 

 ６．５ｍの重さが７．８ｋｇの鉄の棒がありま

す。この鉄のぼうの１ｍの重さは何ｋｇですか。

小数÷小数の筆算の計算練習をしよう。 

小数÷小数の計算のしかたを考えよう。 

小数÷小数の計算のしかた 

①わる数の小数点を右にうつして、整数になおす。

②わられる数の小数点も、わる数の小数点をうつ

した数だけ右にうつす。 

③わる数が整数のときと同じように計算し、商の

小数点は、わられる数の右にうつした小数点に

そろえてうつ。 
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 ②小数のわり算 
時・型 １３（Ａ型） 時・型 １４（Ｂ型） 

達
成
目
標 

・純小数でわると商は被除数より大きくなる

ことを理解する。 
達
成
目
標 

・小数の除法におけるあまりの位取りについ

て理解する。 

つ
か
む 

１ 問題文を把握する。 

 

 

 

 

２ 課題をつかむ。 

 

つ
か
む 

１ 問題文を把握する。 

 

 

 

 

２ 課題をつかむ。 

・既習の小数÷整数の場合の想起 

 

 

 

見
通
す 

３ 解決の見通しを持つ。 

 ・数直線をもとに予想する。 

 ・かけ算の時にも積を比較したことを想起させ

る。 

見
通
す 

３ 解決の見通しを持つ。 

 ・あまりは、除数よりも小さくなることを確認する。

 ・答えをたしかめるために検算について思い起こさ

せる。 

考
え
る 

４ 自力解決をする。 

 

５ 自分の考えを発表しあう。 

 ・数直線をもとに、商と被除数との大小比較につ

いて考えさせる。 

６ 学習のまとめをする。 

 

 

 

 

考
え
る 

４ 自力解決をする。 

 ・『見通す』で確認したことをもとに自力解決させ

る。 

５ 自分の考えを発表しあう。 

６ 解決の方法を話し合う。 

７ 学習のまとめをする。 

  

 

 

 

使
う 

７ 練習問題を解く。 

・教科書の問題 

・ドリルの問題 

８ 本時を振り返り、自己評価をする。 

９ 次時の学習を知る。 

使
う 

８ 練習問題を解く。 

・教科書の問題 

・ドリルの問題 

９ 本時を振り返り、自己評価をする。 

１０ 次時の学習を知る。 

 

評
価
規
準 

【考】数直線上で除数の大きさと関連付けて、被除

数と商の大小関係を考えている。 
評
価
規
準 

【表】あまりのある場合の小数の除法計算ができる。

わる数が小数のわり算のあまりの求め方を

考えよう。 

小数のわり算であまりを求める時、あまりの

小数点は、わられる数のもとの小数点にそろえ

てうつ。 

 ２．５ℓのジュースを０．７ℓ入りの水とうに

いれていきます。何この水とうをいっぱいにで

きますか。また、何ℓあまりますか。 

 小数のわり算では、１より小さい数でわ

るとその商はわられる数よりも小さくな

ります。 

 わる数が１よりも大きいときの商と

１より小さいときの商を比べてみよう。

 １．２ｍの代金が２４０円の白いリボンと

０．８ｍの代金が２４０円の赤いリボンがあり

ます。１ｍのねだんは、それぞれ何円ですか。
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 ②小数のわり算 
時・型 １５（Ａ型） 時・型 １６（Ｃ型） 

達
成
目
標 

・小数の除法の答えを概数で表すときの処理

のしかたを理解する。 達
成
目
標 

・学習内容に習熟する。 

つ
か
む 

１ 本時の課題を把握する。 

 

 

 

 
つ
か
む 

１ 問題文を把握する。 

 

 

 

 

 

 

２ 課題をつかむ。 

 

見
通
す 

３ 解決の見通しを持つ。 

 ・商を上から２けたの概数にするためには、上から何

けためを四捨五入すればよいか考えさせ、そこで計算を

打ち切ればよいことに気づかせる。 

考
え
る 

４ 自力解決をする。 

５ 自分の考えを発表し合い、解決方法を話し合

う。 

６ 学習のまとめをする。 

 

 

 

 

使
う 

７ 練習問題を解く。 

・教科書の問題 

・ドリルの問題 

８ 本時を振り返り、自己評価をする。 

９ 次時の学習を知る。 

 

 

使
う 

２ 練習問題を解く。 

  ・教科書の問題 

  ・ドリルの問題 

  ・プリント 

 

３ 本時を振り返り、自己評価をする。 

 

４ 次時の学習を知る。 

評
価
規
準 

【表】小数の除法の答えを、必要に応じて概数で表

すことができる。 

 

 

評
価
規
準 

【表】除数が小数の除法計算ができる。 

小数のわり算のまとめの練習問題をしよう。

 上から～けたの概数で表すには、その

次のけたで四捨五入する。（上から２け

たの時は、３けためを四捨五入） 

小数を概数で表す方法を考えよう。 

 面積が７．２㎡の、長方形の形をした花だ

んを作ることになりました。横の長さを２．

９ｍにするとたての長さは何ｍにすればよ

いでしょうか。四捨五入して、上から２けた

の概数で求めましょう。 
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 ③小数倍とかけ算・わり算 
時・型 １７（Ｂ型） 時・型 １８（Ａ型） 

達
成
目
標 

・比較量、基準量が小数のときも、倍は除法

で求められることを理解する。 達
成
目
標 

・倍を表す数が小数のときも、比較量は基準量

×何倍で求められることを理解する。 

つ
か
む 

１ 問題文を把握する。 

  

 

 

 

 

２ 課題をつかむ。 

 ・１学期に学習した「倍」について想起させ  

  復習する。 

 

 

つ
か
む 

１ 問題文を把握する。 

 

 

 

 

 

２ 課題をつかむ。 

 

見
通
す 

３ 解決の見通しを持つ。 

 ・１学期に学習したことを想起させ、わり算で求

められることを確認する。 

見
通
す 

３ 解決の見通しを持つ。 

  整数のときと比べて考えさせる。 

考
え
る 

４ 自力解決をする。 

５ 自分の考えを発表し合い、解決の方法を話し合

う。 

  ・整数のときやわられる数が小数のときと同じよう

にわり算で求められることを確認する。 

６ 学習のまとめをする。 

 

考
え
る 

４ 自力解決をする。 

５ 自分の考えを発表し合い、解決の方法を話し合

う。 

  ・整数のときやわられる数が小数のときと同じようにわ

り算で求められることを確認する。 

６ 学習のまとめをする。 

  

使
う 

７ 練習問題を解く。 

 ・教科書の問題 

 ・ドリルの問題 

８ 本時を振り返り、自己評価をする。 

９ 次時の学習を知る。 

使
う 

７ 練習問題を解く。 

  ・教科書の問題 

   

８ 本時を振り返り、自己評価をする。 

９ 次時の学習を知る。 

評
価
規
準 

【表】比較量、基準量が小数の場合でも、何倍かを

除法で求めることができる。 
評
価
規
準 

【考】倍を表す数が小数の場合でも、小数倍にあたる

大きさを求めるには、整数の場合をもとに発展的

に考えている。 

 赤、青、黄色の３本のテープがあります。赤いテー

プの長さは５ｍです。青いテープの長さは、赤いテー

プの３．５倍、黄色テープの長さは、赤いテープの０．

６倍あります。青と黄色のテープは、それぞれ何メー

トルですか。 

 右の表は、よしこさんたちの家から駅まで

の道のりを表しています。よしこさんの道の

りをもとにすると、他の人の道のりは、それ

ぞれ何倍にあたりますか。 

どんな計算をすればいいか考えよう。 

 小数の時の～倍の求め方を考えよう。

 ３．５倍や０．６倍にあたる大きさは、もと

にする大きさに３．５や０．６をかければ求め

られる。 

 小数の時も ～倍を求めるときは、わ

り算を使う。（比べられる量÷もとにす

る量） 
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 ③小数倍とかけ算・わり算  ④まとめ 
時・型 １９（Ｂ型） 時・型 ２０（Ｃ型） 

達
成
目
標 

・倍を表す数が小数のときも、基準量は比較

量÷倍で求められることを理解する。 達
成
目
標 

・学習内容の理解を確認する。 
・学習内容の理解を深め、算数への興味を広

げる。 

つ
か
む 

１ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

つ
か
む 

１ 前時の想起をする。 

小数倍の求め方を復習する。 

２ 問題文を把握する。 

  

 

 

 

３ 課題をつかむ。 

 

 

見
通
す 

４ 課題の見通しを持つ。 

 ・前時までの学習を想起させる。 

考
え
る 

５ 自力解決をする。 

６ 自分の考えを発表し合い、解決の方法を話し合

う。 

・整数のときやわられる数が小数のときと同じように

わり算で求められることを確認する。 

７ 学習のまとめをする。 

 

 

 

 

使
う 

８ 練習問題を解く。 

９ 本時を振り返り、自己評価をする。 

１０ 次時の学習を知る。 

使
う 

２ 練習問題を解く。 

・教科書の問題 

・ドリルの問題 

・プリント 

３ 本時を振り返り、自己評価をする。 

 

４ 次時の学習を知る。 

評
価
規
準

【考】倍が小数の場合でも、基準量を求めるには、

整数の場合をもとに発展的に考えている。 
評
価
規
準

【表】今までに学習した小数のかけ算やわり算の計算

ができる。 

小数のかけ算とわり算のまとめをしよう。 

 あきらさんのお父さんの体重は６３ｋ

ｇです。これは、あきらさんの体重をもと

にすると、１．８倍にあたります。あきら

さんの体重は何㎏ですか。 

どんな計算をすればよいか考えよう。 

 もとにする大きさを求めるには、□を

使ってかけ算の式に表すと考えやすく

なります。 
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６ 本時の指導（１０／２０時） 
（１） 目標 
  ○小数でわることの意味と、整数÷小数（１／１０の位まで）の計算のしかたを理解する。 
（２） 基礎・基本 
  《基礎》 

・既習の整数の除法に関連付けて「整数÷小数」の計算のしかたを見いだすことができる。 
  《基本》 
     ・「整数÷小数」の意味やその計算のしかたを理解する。 
（３） 主な評価規準 
  【考】 既習の整数÷整数、小数÷整数に関連付けて、整数÷小数（１／１０の位まで）の計算の

仕方を考えている。  
（４） 展開 
段階 学習活動 支援の視点 評価（方法） 

つ 
か 
む 
 
５ 
分 

１ 前時の想起をし、課題をつかむ。

  
  
 
 
 
 

・前時で使った問題文、図を提

示し、内容を確認する。 
 

 
 
 
 
 
 
 

見 
通 
す 
 
５ 
分 

２ 解決の見通しを持つ。 
 ・解決方法の見通し 

「０． １がいくつぶん」で 
   考える。 
   整数の式に直してみる。 
   数直線を手がかりにする。 
 ・答えの見通し 
   ２００÷２．５のおよその答

えを考える。 

・小数のかけ算の時を振り返ら

せ、わり算の時も「０．１が

いくつ分」「整数に直して」

「数直線図」などを用いて計

算のしかたについて考えら

れないか助言する。 
 
 

・自分なりに解決の見通

しをもつことができた

か。 
 （発表、挙手） 

 
 
 
 
考 
え 
る 
 

３ 自力解決をする。 
 ・自分で決めた方法で解く。 
  ①２．５ｍを０．１ｍが２５こ

ぶんと考える。 
  ０．１ｍのねだん２００÷２５

   ２００÷２．５ 
＝２００÷２５×１０ 
＝８０ 

 
・解決方法ごとに自分の考えを

書くように助言する。 
・１つの方法でできたら、別の

方法に挑戦させる。 
・つまずいている児童には、具

体物を操作させたり、数直線

図と関連させたり（ヒントカ

（具体の評価規準） 
Ａ 整数÷整数、小数÷

整数の考えに関連付

けて整数÷小数の計

算のしかたについて 
考え、それを説明する

ことができる。 
Ｂ 整数÷整数、小数÷

整数÷小数の計算のしかたを

考えよう。 
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３０ 
分 

②２５ｍのねだんは、２．５ｍ

のねだんの１０倍 
（200×10）÷（2.5×10） 
 ２０００÷２５＝８０ 

  ③２．５ｍを４倍すると１０ｍ

   ２．５×４＝１０ 
  ねだんも４倍すると 
   ２００×４＝８００ 
   ８００÷１０＝８０ 
４ 自分の考えを発表し合う。 
・それぞれの方法について発表

する。（代表児童） 
・友達の発表に対する考えを交

流しあう。 
５ 解決の方法を話し合う。 
   
 
６ 学習のまとめをする。 
  
 
 
 
 
 

ード）しながら、小数を整数

に直すことに気づかせる。 
※ヒントカード・・・リボンの

長さに対応する値段を書き

こめるような図。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・それぞれの考え方を大事に

し、整数の除法に帰着して考

えればよいことをおさえる。

 
 
 
 
 

整数の考えに関連付

けて整数÷小数の計

算のしかたについて

考えることができる。

Ｃへの手だて 
 具体物や数直線図と

関連させながら、リボン

の長さに対応する値段

を視覚的に考えさせる。

（ヒントカード・机間指

導） 
 

使 
う 
 
５ 
分 

７ 練習問題を解く。 
  教科書ｐ７９①② 
 
８ 本時を振り返り、自己評価をす

る。 
 
 
10 次時の学習を知る。 

・①は、確認しながら、一斉指

導する。②は、自力解決させ

る。 
・ノートに①今日の課題が解決

できたか。②自分のがんばり

や友達のがんばりについて

記入させる。 
 

 

整数÷小数の計算のしかた

は、整数×小数のときと同じ

ように整数の計算に直して考

えることができる。 
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（５） 板書計画 
問題             課題         まとめ 
                        
                        
                        
 式                            練習問題 ①２８０÷３．５ 
２００÷２．５                              答え ８０円

ことばの式                               ②３０÷１．５ 
数直線図                                              答え ２０ｇ

考え 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

整数÷小数の計算の

しかたを考えよう。

整数÷小数の計算のしかたは、整数×小

数のときと同じように整数の計算に直して

考えることができる。 

 リボンを２．５ｍ買ったら、代金

は２００円でした。このリボン１ｍ

のねだんは何円ですか。 

（図） 
２．５ｍは０．１ｍが

２５こ分 
 ２００÷２５＝８ 
 ８×１０＝８０ 
   答え ８０円 

（図） 
２．５×１０＝２５ 
２００×１０＝２０００ 
２０００÷２５＝８０ 
   答え ８０円 
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